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メインテナンス

貫して，コンサルティングできる実力を養う必要

がある.そうすれば実施プロジェクトから新しく

発展するプロジェクトにも有利に食い込むことが

I可能である.

もちろんこれは操業会社の資質から生み出しに

くい力であるが，一例を鉄鋼業界にとると，神戸

製鋼所や日本鋼管のように製鉄事業とは完全に独

立した機械(造船)事業部門をもっている会社で

は，後者の中のプロ・マネ能力を前者の製鉄技術

供与能力と組み合わせて，プロジェクト一代一貫
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義務創造性開発の数単宅デルとCBD物

• 4 月例会

臼時 4 月 15 日(土) 15:00-17:30 場所:電々公社

(第22森ピル) 出席者: 13名

富士通脚国際情報社会科学研究所の園藤進氏の「知識

情報処理システムから創造科学へJ の講演(司会池上氏)

内容は国藤氏のOR学会 5 月号掲載予定の同名の論文

についての解説であった.今回は新しい年度の初めのた

めか，新会員が多数参加され盛況であった.
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詳細設計

土木・建築

コンサルティングを行なえる素地をもっている.
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サノレティング企業の実態調査およびわが国コンサル

ティング企業の育成の方向研究JI (昭和52年 3 月)

[2Jエンジニアリング振興協会発行.11わが国エンジニ

アリング企業と動向(圏内エンジニアリング企業調

査報告書)JI(昭和54年 7 月)

務経営コンサルタント物

-第13回日時: 4)14 日(土) 14:00-17:00 場所:

東京都勤労福祉会館 出席者: 13名

木村経一氏のご発表「帳票管理と帳票工学j を中心と

して，事務処理における情報の担体である帳票について

話し合いました.

場券デシジョン・サポート・システム磯

部会への参加希望の方が20名に達しました.当面の方

針を検討するために 4 月 27 日にコア・メンパーで計画

案を作成しました.第 1 年度は， DS S の現状について

の研究を通じて，日本的DSS の概念づくりを目標とし

第 2 年度には，実際的な場での適用，外部とのコミュニ

ケーションを計る予定です.

会合予定については，学会事務局まで.
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する.ネットワークの表わし方には，古くからあ

るアロー・ダイアグラム法(ADM)があるが，こ

のADMを使用したあるプロジェクトでは， 6000 

アグティピティの内 1/3 がダミイ・アクティビテ

ィにもなっているケースがあって取扱いを複雑に

している.図 6 はADMと PDMの比較例である

がPDMのほうがわかりやすく，直接的で取扱い

やすくなっている.たとえば，

ーダミイ・アクティビティがなく，ネットワー

クが簡略化する.

ーガント・チャートの相互関連でロジックが表

現できる.

ーネットワークの追加変更が容易である.

ーアクティビティの分割が不必要なオーパーラ

ッピング機能をもっ.

などの特徴をもっており，この特徴からアクティ

ビティそのものが，先に紹介したワーク・パッケ

ージと表現の上でも対応することになり，取扱い

やすくなっている.

6. おわりに

以上は，エンジニアリング会社におけるプロジ

ェクト・マネジメント・システムの一部であって，
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物環境システム義務

-第 1 回日時 3 月 18 日(水) 18:00-20:00 場所:

日科技連参加者 4 名 テーマ:1.ターンパイク定

理について 小田中敏男 2. 今年度の研究方針につい

て有水麗

[要旨] 1.数理経済学における線形モデノレとして創ら

れたターンパイク定理は非線形モデノレに拡張され， さら

に確率的要素を含む場合も考察されている.その適用分

野もマグロな経済学の分野からミクロなORの分野にま

で進出している.実用化研究が要請されている.
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プロジヱクトがその目的達成のために，プロジヱ

クトの遂行過程で臨機応変に処置してゆくシステ

ムは広く，深く複雑である.プロジェクト・マネ

ジメント・システムの理論面での展開は，ますま

す進歩すると思われるが，エンジニアリング会社

にとってこれを実用化することとこれを効果的に

使いこなすプロジェクト要員の育成が今後力を入

れる対象になるであろう.
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2. 今年度の研究方針としては地下水による新しい水資

源開発の中心として，広く生態学，計画期l御， OR接近

も併せ検討することとした.

・第 2 回 日時: 4 月 15 日(水) 18:00-20:00 場所:

日科技連参加者 4 名 テーマ:地下水に対する最

適揚水政策について 小田中敏男 2.NP完全， JI慎列

スケジューリング問題における変換法，鍋島一郎

[要旨] 1.最近地下水揚水政策についてOR的な手法

が多く用いられて，汲上げにともなうメリットとデメリ

ットを考えあわせて，最適化を図る場合が多くなってき

た.未だ数学モデル構成に多くの問題が残されている.

2. 多項的計算時間で最適スケジュールを求めうる

s pecial cases の範囲を拡すること. solvable cases を

ふやすために有効な変換法とその応用結果が述べられて

いる.
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